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 協力をお願いしたいこと

「新しい生活様式」の実践例

■移動の自粛
　不要不急の帰省や旅行など、感染が流行している地域への移動は、
慎重にお願いします。

■「三つの密」のある場などへの外出の自粛
　これまでにクラスターが発生しているような施設※や、「三つの
密」（密閉・密集・密接）のある場についても、外出を避けるよう
お願いします。　
※対策が講じられていない場合に限る

２　日常生活を営む上での基本的な生活様式

・こまめな手洗い、手指の消毒
・「３密」の回避（密集、密接、密閉）
・毎朝の体温測定、健康チェック
　（発熱や風邪の症状などがある場合は、無理せず自宅で療養）

１　一人一人の基本的な感染対策

・人との間隔は、できるだけ２㍍（最低１㍍）空ける
・外出時は、症状がなくてもできるだけマスクを着用する
・手洗いは30秒程度かけて、水と石けんで丁寧に洗う
　（手洗い後は、可能であれば手指を消毒）

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化しています。全国の感
染者数は減少傾向にあり、「緊急事態宣言」も解除されましたが、
再び、感染拡大を起こさないよう、一人一人の日々の心掛けの積み

新型コロナウイルス感染症対策

「新しい生活様式」で、感染拡大を防ぎましょう

３　日常生活の各場面別の生活様式

＜買い物＞ 
・１人または少人数ですいた時間に 
・商品への接触は控えめに 
＜公共交通機関の利用＞
・混んでいる時間帯は避ける
・徒歩や自転車の併用
＜娯楽・スポーツ等＞ 
・公園はすいた時間に利用を
・歌や応援は十分な距離を 
＜食事＞
・出前やデリバリーの利用を
・大皿は避けて、料理は個々に

４　働き方の新しいスタイル

・テレワークやローテーション勤務、
　時差出勤を
・会議はオンラインで

■施設や職場での感染対策の徹底
　施設や店舗などでは、「入場者の制限や誘導」「手洗いの徹底や
手指の消毒設備の設置」などの取り組みをお願いします。
　職場では、在宅勤務（テレワーク）やローテーション勤務、時差
出勤など、人との接触を減らす取り組みをお願いします。

■思いやりのある行動と冷静な対応
　医療関係者をはじめ、生活に不可欠なサービスの提供に従事して
いる皆さんに感謝と思いやりの気持ちを持ち、応援をお願いします。
　仕事への出勤や通院、葬儀への参列などで県外から来県
する人や県外ナンバーの車に対し、落ち着きを持った冷静
な対応を心掛けるようお願いします。

重ねが大切です。どのようなことに気を付けて生活すればよいか、
「新しい生活様式」についてお知らせします。
※情報は５月29日時点のものです　【問】地域福祉課☎626-7509
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